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コメント前期⽐2027/3期
第2四半期

2026/3期
第2四半期連結

増減率増減額
建築事業は、前期の好調な受注により反動減となったが、⼟⽊事業において⾼速道
路会社等からの⼤型⼯事の受注を獲得したことにより増加4.2％48812,13611,647受注⾼

⼿持⼯事が概ね順調に進捗したものの、⼟⽊事業の⼀部⼯事における進捗遅延の影
響により減収△4.5％△72815,56216,291売上⾼

⼯事採算性の改善により利益率が向上したことにより増益4.5％1172,7052,587売上総利益
（売上総利益率）

売上総利益の増加により2期連続の増益4.9％44951907営業利益
（営業利益率）

同上1.6％13871858経常利益

同上2.7％15573558親会社株主に帰属する
中間純利益

（百万円）

（百万円）

2027年3⽉期 第2四半期（中間期） 連結業績の概要（前期⽐較）

受注は⼤型⼯事の獲得により増加、売上⾼は微減となったが、営業利益は採算性の向上により2期連続の増益

売上⾼の推移受注⾼の推移 営業利益の推移（百万円） （百万円）

(17.4％)

(6.1％)

(15.9％)

(5.6％)

△ 176 △ 37

907 951

2024.3期(2Q) 2025.3期(2Q) 2026.3期(2Q) 2027.3期(2Q)

11,877 
15,456 16,291 15,562 

2024.3期(2Q) 2025.3期(2Q) 2026.3期(2Q) 2027.3期(2Q)

15,234 13,874
11,647 12,136

2024.3期(2Q) 2025.3期(2Q) 2026.3期(2Q) 2027.3期(2Q)
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2027年3⽉期 第2四半期（中間期） セグメント別業績サマリー
受注⾼は、建築で前期の好調な受注の反動により減少したが、⼟⽊で⼤型⼯事の受注獲得により増加
売上⾼は、⼟⽊で⼀部⼤型⼯事の進捗遅れにより減収となったが、建築で⼿持⼯事が順調に推移したことにより増収
売上総利益は、⼟⽊・建築ともに継続して⼯事採算性の改善施策に取り組んでおり、その効果により増益

（百万円）

受注⾼の推移 売上⾼の推移
（百万円）

8,945
10,208 11,380

10,174

2,799

5,114
4,864

5,345
132

134
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43

2024.3期(2Q) 2025.3期(2Q) 2026.3期(2Q) 2027.3期(2Q)

⼟⽊事業 建築事業 その他

965 1,087 

2,070 
1,823 

360
436

490 849

78
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26
31

2024.3期(2Q) 2025.3期(2Q) 2026.3期(2Q) 2027.3期(2Q)

⼟⽊事業 建築事業 その他

売上総利益の推移
（百万円）
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8,409
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⼟⽊事業 建築事業 その他
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セグメント別業績

⼤型⼯事の受注が順調で⼤幅に増加、売上⾼・利益は⼀部⼤型⼯事の進捗遅延の影響により減収・減益

コメント
前期⽐2027/3期

第2四半期
2026/3期
第2四半期連結

増減率増減額

⼤型⼯事が順調に受注できたことにより⼤幅に増加43.5％2,5478,4095,861受注⾼

現場施⼯、製品製作も概ね順調に進捗したが、⼀部ＪＶ構成員で参画している⼤型⼯事
に進捗遅れが発⽣した影響により減収△10.6％△1,20610,17411,380売上⾼

継続して⼯事採算性の改善施策に取り組んでおり、利益率は改善傾向にあるが、売上⾼
減少の影響により減益△11.9％△2461,8232,070売上総利益

（売上総利益率）

（百万円）

⼟⽊事業

（18.2％） （17.9％）

建築事業
受注は前期に⽐べ反動減、売上⾼は⼿持⼯事の順調な進捗により増収、利益は採算性の改善により増益

コメント
前期⽐2027/3期

第2四半期
2026/3期
第2四半期連結

増減率増減額

主に関東地区において計画中の物件が早期に契約できたこと等により順調に推移したが、
前年度からの反動減の影響により減少△36.2％△2,0623,6405,703受注⾼

関東地区において新規事業として注⼒しているプレキャストPC物件の発注者都合によ
る進捗遅延の影響を受けたものの、関⻄地区のマンション事業が順調に推移したことに
より増収

9.9％4805,3454,864売上⾼

前期から取り組んでいる利益改善プロジェクトの各施策実⾏による⼯事採算性の改善に
より増益73.3％359849490売上総利益

（売上総利益率） （10.1％） （15.9％）

（百万円）
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連結貸借対照表
 流動資産 ︓前期末に⽐べ1,031百万円減少。主な要因は、未収消費税等567百万円の増加、受取⼿形、完成⼯事未収⼊⾦及び契約資産1,371百万円、

現⾦預⾦193百万円の減少
 固定資産 ︓前期末に⽐べ120百万円減少。 主な要因は、有形固定資産が125百万円の減少
 負債 ︓前期末に⽐べ1,327百万円減少。主な要因は、預り⾦547百万円、⻑期借⼊⾦1,371百万円の増加、流動負債「その他」1,007百万円、

短期借⼊⾦2,500百万円の減少
 純資産 ︓前期末に⽐べ175百万円増加。 主な要因は、親会社株主に帰属する中間純利益573百万円の計上、剰余⾦の配当による396百万円の減少

（百万円）

前期末
（2026年3⽉31⽇）

2027年3⽉期 第2四半期
（2026年9⽉30⽇）

固定資産

流動資産 負債

純資産

10,059

24,402 21,142

13,318
固定資産

流動資産 負債

純資産

10,179

25,434 22,470

13,143

34,461総資産35,613総資産
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現⾦
及び現⾦同等物の

期末残⾼

連結キャッシュ・フロー

（百万円）

27/3期(2Q)26/3期(2Q)25/3期(2Q)24/3期(2Q)

5.4億円5.0億円6.0億円5.3億円設備投資

（設備投資＝有形固定資産の取得による⽀出）

財務
キャッシュ・フロー

投資
キャッシュ・フロー

営業
キャッシュ・フロー

短期借⼊⾦の減少
△26.0億円

有形固定資産の取得
による⽀出
△5.4億円

売上債権の減少
＋13.7億円

2027年3⽉期 第2四半期

△ 1,265

△ 845

762

1,895

△ 588 △ 633 △ 557 △ 583

1,416

760

△ 1,140
△ 1,506

△ 3,200

△ 2,400

△ 1,600

△ 800

0

800

1,600

2,400

3,200

24.3期(2Q) 25.3期(2Q) 26.3期(2Q) 27.3期(2Q)

営業キャッシュ・フロー
投資キャッシュ・フロー
財務キャッシュ・フロー

営業キャッシュ・フローは、好調な業績と売掛債権の回収が順調に進捗したことによりプラス。
投資キャッシュ・プローは、⼯場リニューアルをはじめとした設備投資によりマイナス。
財務キャッシュ・フローは、借⼊⾦の返済によりマイナス。

18.9億円 △5.8億円 △15.0億円

17.5億円
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2027年3⽉期 連結業績予想の概要

潤沢な⼿持⼯事を着実に進捗させることにより増収・増益⾒込み

コメント前期⽐2027/3期
（予想）

2026/3期
（実績）

2025/3期
（実績）連結

増減率増減額

⼿持⼯事を踏まえ受注確保8.6％2,67233,87331,20126,416受注⾼

⼿持⼯事及び⼯場製品の順調な進捗により増収予想2.8％89733,12832,23033,771売上⾼

売上⾼の増加、⼯事原価改善施策の実施等により増益予想1.7％895,2185,1284,311売上総利益
（売上総利益率）

売上総利益の増加に伴う増益予想4.5％711,6601,588885営業利益
（営業利益率）

⽀払利息の増加に伴い前期並み0.0％31,4801,476851経常利益

同上1.7％161,0109932,187親会社株主に帰属する
当期純利益

（百万円）
売上⾼の推移受注⾼の推移 営業利益の推移

（百万円） （百万円）

（百万円）

(15.9％)

(4.9％)

(12.8％)

(2.6％) (5.0%)

28,566

33,771
32,230 33,128

2024.3期 2025.3期 2026.3期 2027.3期予想

564
885

1,588 1,660

2024.3期 2025.3期 2026.3期 2027.3期予想

(15.8％)

29,735 26,416 31,201
33,873

2024.3期 2025.3期 2026.3期 2027.3期予想
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21,567 22,719 23,053 23,009

6,732
10,769 9,084 10,031266

283 92 86

2024.3期 2025.3期 2026.3期 2027.3期予想

⼟⽊ 建築 その他

28,566
33,771 32,230 33,128

セグメント別業績予想

主な増減要因
2027年3⽉期予想

前期⽐増減率売上⾼前期⽐増減率受注⾼
受注⾼は、⾼速道路の⽼朽化に伴う維持更新事業やインフラ⽼朽化対策など
の発注が引き続き底堅く推移するものと予想されるため増加予想
売上⾼は、⼿持⼯事及び⼯場製品の順調な進捗により堅調予想

△0.0％23,00948.8％25,421▍⼟⽊事業

受注⾼は、前期にマンション事業の発注が順調に推移し、⼤幅な受注増と
なったことによる反動減を⾒込む、売上⾼は、潤沢な⼿持⼯事の進捗により
増収予想

10.4％10,031△40.4％8,366▍建築事業

受注⾼、売上⾼ともに堅調に推移△6.9％862.9％86▍その他

2.8％33,1288.6％33,873合計

（百万円）

（百万円）受注⾼の推移 （百万円）売上⾼の推移

20,199 18,314 17,080
25,421

9,269
7,809 14,036

8,366266
292

83
86

2024.3期 2025.3期 2026.3期 2027.3期予想

⼟⽊ 建築 その他
29,735

26,416
30,201

33,873
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1.6 
1.9 2.0 

3.1 3.3 

9
11

13

22

25

131.2

47.7

10.5

39.1 43.7

2023.3期 2024.3期 2025.3期 2026.3期 2027.3期予想

株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要課題の⼀つと位置付けており、
財務体質の強化と積極的な事業展開に必要な内部留保の充実を図りながら、安定配当を実施する。

株主還元

基本⽅針

当事業年度の配当については、当事業年度の
連結業績および株価向上に資する株主還元強
化を勘案し、前事業年度の普通配当1株当た
り22円から3円増配となる１株当たり25円
を予定。

株主資本配当率（％）
1株当たり配当額（円）
配当性向（％）
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37,566 
31,182 29,482 

7,410 
12,362 

10,658 

2025.3期 2026.3期 2027.3期(2Q)

⼟⽊
建築
その他

40,184

⼯事
場所⼯事概要発注者⼯事名称セグメント

⼭梨県
リニア中央新幹線整備に伴う、
⼭梨⼯区に架かる延⻑509ｍ
の新設橋梁上下部⼯事

鉄道建設・運
輸施設整備⽀
援機構

中央新幹線、旧利根
川橋りょう▍⼟⽊

福岡県
東九州⾃動⾞道（椎⽥道路）
の４⾞線化に伴う、新設橋梁
７橋の架設⼯事

⻄⽇本⾼速道
路㈱

椎⽥道路 双⼦池第
⼀橋他６橋（ＰＣ上
部⼯）⼯事

▍⼟⽊

福岡県

県道久留⽶筑紫野線（北野⼤
⼑洗⼯区）の新設橋梁⼯事
施⼯橋⻑73ｍ ２径間ポス
テンセグメントＴ桁橋

福岡県

県道久留⽶筑紫野線
（北野⼤⼑洗⼯区）
⻄鉄跨線橋橋梁上部
⼯⼯事（３⼯区）

▍⼟⽊

京都府RC造38階建新築マンション
⼯事の内FR板製作・運搬㈱⼤林組

JR向⽇町駅周辺地区
第⼀種市街地再開発
事業に伴う施設建築
物新築⼯事（住宅
棟）

▍建築

神奈川県RC造33階建新築マンション
⼯事の内FR板製作・運搬⼾⽥建設㈱

若松町⼀丁⽬地区第
⼀種市街地再開発事
業施設建築物新築⼯
事

▍建築

滋賀県RC造10階建新築マンション
⼯事の内FR板製作・運搬(株)ハセック

（仮称）⼤津市晴嵐
計画（南敷地） 新
築⼯事

▍建築

【参考】繰越⼯事⾼

建築は前期の好調な受注の反動により減少、⼟⽊は⼤型の公⼊札⼯事の受注により⾼⽔準をキープ

当期の主な受注⼯事 繰越⼯事⾼ （個別） （百万円）

44,986 43,545


